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５
月
12
日
に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
に
て
伝
達
式
を
迎

え
、
そ
の
後
皇
居
に
移
動
し
天

皇
陛
下
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
に
本
当

に
日
本
人
と
し
て
生
ま
れ
て
良

か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
理
容
業

を
生
業
と
し
て
長
い
間
続
け
て

い
た
こ
と
に
対
し
て
も
喜
び
を

感
じ
、
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昭
和
32
年
、
群
馬
県

理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
は
産

声
を
上
げ
、
今
年
で
68
年
と
い

う
年
月
を
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

本
総
代
会
は
、
総
代
総
数
82

名
の
う
ち
出
席
者
74
名
、
委
任

状
提
出
者
８
名
と
な
り
、
定
款

第
43
条
の
１
の
規
定
に
基
づ
き

成
立
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
理
事
長
よ
り

挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
役
員

１
名
、
従
業
員
３
名
、
特
別
表

彰
２
名
に
対
す
る
表
彰
式
が
執

り
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
出
席
さ
れ
た
来
賓

よ
り
祝
辞
を
頂
き
、
そ
の
後
、

表
彰
者
代
表
に
よ
る
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

本
日
は
、
第
68
期
通
常
総
代

会
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し

　

付
議
事
項
審
議
に
お
い
て
、

議
長
団
に
は
議
長
と
し
て
小
澤

正
彦
氏
（
桐
生
）、
副
議
長
と

し
て
長
滝
健
一
氏
（
碓
氷
）、

小
林
城
司
氏
（
吾
妻
）
が
選
出

さ
れ
、
各
議
案
の
慎
重
審
議
を

経
て
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
５
月
に
開
催
さ
れ
た

理
事
会
に
お
い
て
、
組
合
運
営

に
女
性
の
視
点
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
信

澤
知
歩
氏（
前
橋
）が
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
任
命
さ
れ
、
本
総

代
会
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た
。

◆
議
案
第
１
号

令
和
６
年
度
事
業
報
告
承
認
に

　

こ
の
度
表
彰
を
受
け
ま
し
た

方
々
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

学
校
運
営
に
お
き
ま
し
て

は
、
本
年
度
の
入
学
生
が
０
名

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

学
生
が
少
な
い
と
い
う
事

は
、
理
容
業
界
の
発
展
が
非
常

に
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
15
年
間
、
私
が
校
長
を

拝
命
し
て
か
ら
、
学
生
数
は
増

え
た
り
減
っ
た
り
と
い
う
状
況

が
続
い
て
き
て
い
る
中
で
50
人

ほ
ど
が
卒
業
し
て
い
き
ま
し

た
。

　

た
だ
、
本
年
度
の
入
学
生
０

名
と
い
う
数
字
は
大
変
危
惧
す

る
事
態
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
訪
問
を
し
て
い
ま
す
と

理
容
師
に
な
り
た
い
学
生
も
居

る
に
は
居
る
の
で
す
が
、
東
京

な
ど
の
大
都
市
に
行
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

全
国
で
美
容
学
生
は
３
万
人

ほ
ど
の
人
数
で
す
が
、
理
容
学

生
は
２
千
人
程
度
で
す
。

　

私
の
心
情
と
し
て
ひ
と
り
で

も
多
く
の
理
容
師
を
育
て
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
の
皆
さ
ん
の
お
力
を
お

借
り
し
ま
し
て
、
本
校
の
入
学

生
が
増
え
、
理
容
師
が
増
え
る

事
を
願
い
ま
し
て
、
挨
拶
と
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

理
事
長
あ
い
さ
つ

関
す
る
件

◆
議
案
第
２
号

令
和
６
年
度
収
支
決
算
承
認
に

関
す
る
件

◆
議
案
第
３
号

令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）

承
認
に
関
す
る
件

◆
議
案
第
４
号

令
和
７
年
度
収
支
予
算
（
案
）

承
認
に
関
す
る
件

◆
議
案
第
５
号

振
興
指
針
の
改
正
が
あ
っ
た
場

合
に
お
け
る
振
興
計
画
の
変
更

認
定
申
請
に
関
す
る
件

◆
議
案
第
６
号

令
和
７
年
度
借
入
金
・
貸
付
限

度
額
承
認
に
関
す
る
件

　

本
日
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆

さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

理
容
業
界
も
景
気
が
良
く
な

ら
ず
、
料
金
や
賃
金
も
大
き
く

変
わ
ら
な
い
中
、
悩
み
を
抱
え

て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。

　

で
す
が
、
環
境
や
人
の
せ
い

に
し
て
も
前
に
は
進
め
ま
せ

ん
。
今
こ
そ
、
私
た
ち
自
身
が

で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

先
日
、
太
田
支
部
で
パ
ー
マ

の
夜
間
講
習
会
が
あ
り
ま
し

た
。
昔
は
パ
ン
チ
パ
ー
マ
が
流

行
り
忙
し
い
日
々
も
あ
り
ま
し

た
が
、
最
近
は
そ
う
い
っ
た
機

会
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
今
回
の
講
習
で

は
、現
場
で
取
り
入
れ
や
す
く
、

難
し
く
な
い
内
容
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
お
客
様
へ
の
ア
ピ
ー

ル
の
仕
方
に
つ
い
て
も
触
れ
て

い
ま
し
た
。

　

理
容
師
は
ト
ー
ク
が
少
し
苦

手
な
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。も
っ
と
自
信
を
持
っ
て
、

お
客
様
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

コ
ー
ル
ド
パ
ー
マ
だ
け
で
は

な
く
、
ア
イ
ロ
ン
パ
ー
マ
の
魅

力
も
も
っ
と
活
か
し
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
業
界
全
体
で

元
気
を
出
し
て
前
に
進
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総代会で挨拶をする山口幸一理事長

松田校長

て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
ご

来
賓
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
出
席
を

賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

さ
て
、
少
し

時
間
を
い
た
だ

き
ま
し
て
お
話

を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
私

事
で
た
い
へ
ん

恐
縮
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
春

の
褒
章
に
て
黄

綬
褒
章
を
授
与

さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
、

組
合
員
、
ま
た

組
合
の
お
か
げ

だ
と
私
は
思
っ

て
お
り
ま
す
。

◆
役
員
表
彰

　

小
田
部
吉
伸　
　
　
（
前
橋
）

◆
従
業
員
表
彰　
　
　
　
　
　

○
５
年
以
上
勤
続
従
業
員
表
彰

　

関
根　
　

彗　
　
　
（
前
橋
）

　

境
野　
　

凜　
　
　
（
前
橋
）

　

ラ
モ
ス
ト
シ
オ　
　
（
渋
川
）

◆
特
別
表
彰

○
県
講
師
・
名
誉
講
師

　

青
柳　

文
明　
　
　
（
渋
川
）

○
理
容
業
・
地
域
貢
献

　

本
多　
　

工　
（
利
根
沼
田
）

　

私
が
生
ま
れ
る
よ
り
も
長
い

歴
史
を
持
ち
、
先
人
た
ち
が

守
っ
て
く
れ
た
こ
の
組
合
。
私

た
ち
は
し
っ
か
り
と
守
り
、
成

長
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
は
な
い
か
と
私
は

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
攻
撃
は
最
大
の
防
御
な
り
」

と
い
う
言
葉
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
し
っ
か
り
と
発
信

を
続
け
な
が
ら
、
組
合
を
守
っ

て
い
く
！
そ
ん
な
つ
も
り
で
今

年
度
も
役
員
一
同
頑
張
っ
て
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

以
上
、
ご
挨
拶
に
か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

付
議
事
項

付
議
事
項

今泉顧問

来
賓
あ
い
さ
つ

群馬県理容生活衛生同業組合

第68期通常総代会を開催

群
馬
県
理
容
専
門
学
校

校
長

松
田
　
　
昇
氏

組
合
顧
問

今
泉
　
森
夫
氏

役
員
表
彰
・
従
業
員

表
彰
・
特
別
表
彰
　

役員表彰特別表彰された二名 従業員表彰された三名
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群馬理器株式会社
武　井　文　貴
前橋市上長磯町179

☎027（261）6660　FAX027（261）6578

株式会社　タムラ
田　村　房　男

前橋市六供町４丁目８番 16
☎027（243）6555　FAX027（223）2746

有限会社　武井商店
武　井　道　夫
高崎市並榎町69－9

☎027（364）4771　FAX027（364）4772 群馬県理器商組合

　

令
和
７
年
春
の
褒
章
で
、
県

理
容
組
合
理
事
長　

山
口
幸
一

氏
が
黄
綬
褒
章
を
受
章
し
た
。

　

長
年
の
理
容
業
界
へ
の
貢
献

や
努
力
が
認
め
ら
れ
た
結
果
で

あ
ろ
う
。
以
下
、
本
人
談
。

　

４
月
29
日
、
内
閣
府
よ
り
理

容
師
と
し
て
春
の
褒
章
を
授
与

す
る
旨
の
内
示
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

５
月
12
日
に
は
、
東
京
の
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
伝
達

式
に
出
席
し
、
そ
の
後
、
皇
居

へ
移
動
。
天
皇
陛
下
に
拝
謁

し
、
お
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
。

　

初
め
て
皇
居
に
入
る
こ
と
が

で
き
、
目
に
す
る
も
の
す
べ
て

に
感
激
し
ま
し
た
。
何
十
年
も

粛
々
と
続
く
こ
の
国
事
に
触

れ
、
日
本
と
い
う
国
に
深
い
感

銘
を
受
け
、
私
は
日
本
人
に
生

ま
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
生
業
と

し
て
理
容
業
を
選
び
、
長
き
に

わ
た
り
こ
の
道
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
喜
び
、

誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
栄
誉
あ
る
褒
章

を
授
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

の
は
、
ひ
と
え
に
組
合
員
の
皆

様
、
そ
し
て
長
年
、
そ
ば
で
支

え
続
け
て
く
れ
た
妻
と
家
族
の

お
か
げ
と
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
は
、
天
皇
陛
下
よ
り
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
お
言
葉
を
胸

に
、
こ
の
業
を
担
う
後
継
者
育

成
と
業
界
発
展
の
た
め
に
一
層

邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

計
得
点
で
順
位
を
競
い
、
県
代

表
を
決
め
る
と
い
う
新
し
い
形

式
で
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
目
的
は
、
選
手
の
実
力

を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
関
東

大
会
で
の
上
位
入
賞
を
果
た
す

と
い
う
も
の
だ
。

　

回
を
重
ね
る
度
に
選
手
た
ち

の
成
長
は
著
し
く
、
そ
の
成
長

は
目
を
見
張
る
ば
か
り
だ
っ

た
。
近
年
、
選
手
が
減
り
、
県

大
会
開
催
も
難
し
く
な
っ
て
い

る
他
県
も
あ
る
中
、
４
人
の
選

手
が
技
術
と
感
性
を
磨
き
、
群

馬
県
代
表
の
座
を
勝
ち
取
る
た

め
に
挑
戦
し
て
い
る
姿
は
、
希

望
と
心
強
さ
を
感
じ
さ
せ
た
。

　

長
年
、
そ
の
道
に
い
る
と

「
学
ぶ
こ
と
」「
挑
戦
す
る
こ
と
」

を
や
め
て
し
ま
い
が
ち
だ
。
そ

れ
を
も
う
一
度
考
え
直
し
、
奮

起
さ
せ
て
く
れ
た
選
手
た
ち
に

感
謝
と
拍
手
を
送
る
。

（
県
講
師　

信
澤　

知
歩
）

　

４
月
30
日
（
水
）、
５
月
14

日
（
水
）、
５
月
28
日
（
水
）、

東
京
都
大
田
区
総
合
体
育
館
で

７
月
に
開
催
さ
れ
る
「
第
69
回

関
東
甲
信
越
理
容
競
技
大
会
」

の
群
馬
県
代
表
を
決
め
る
ミ
ニ

コ
ン
テ
ス
ト
が
、
川
野
県
講
師

店
舗
に
て
行
わ
れ
た
。

　

ミ
ニ
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
４
人

の
選
手
が
出
場
し
、
３
回
の
合

　

５
月
13
日
（
火
）、
群
馬
県

立
下
仁
田
高
校
に
お
い
て
、
理

容
の
魅
力
を
伝
え
る
課
外
授
業

が
実
施
さ
れ
た
。

　

講
師
に
は
、
田
村
哲
也
氏
、

川
野
明
氏
、
永
井
洋
平
氏
、
岸

由
郎
氏
が
参
加
。
若
手
理
容
師

代
表
と
し
て
前
橋
支
部
の
関
根

彗
氏
も
同
行
し
、
生
徒
と
の
交

流
を
深
め
た
。

師
の
挨
拶
で
幕
を
開
け
、
岸
講

師
が
進
行
役
を
務
め
た
。

　

理
容
師
の
仕
事
内
容
、
理
美

容
の
違
い
、
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
の

必
要
性
、
使
用
す
る
道
具
な
ど

が
紹
介
さ
れ
た
後
、
生
徒
た
ち

は
各
講
師
の
指
導
の
も
と
、
ヘ

ア
カ
ッ
ト
と
ヘ
ア
セ
ッ
ト
を
体

験
し
た
。

　

初
め
て
プ
ロ
用
の
は
さ
み
を

手
に
取
っ
た
生
徒
た
ち
は
、
そ

の
切
れ
味
に
驚
き
、
真
剣
な
表

情
で
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ

た
。
講
師
が
ヘ
ア
セ
ッ
ト
を
施

す
場
面
で
は
、
生
徒
た
ち
が
集

ま
り
、
会
場
は
賑
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
た
。

　

体
験
の
締
め
く
く
り
と
し

て
、
田
村
講
師
が
担
任
教
師
の

ス
タ
イ
リ
ン
グ
を
披
露
。
見
違

え
る
よ
う
に
整
え
ら
れ
た
髪
型

に
、
生
徒
や
他
の
教
師
か
ら
は

歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

体
験
後
に
は
、
関
根
氏
が
自

身
の
学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
語
り
、
理
容
師
に
な
る
ま
で

の
道
の
り
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
た
。
さ
ら
に
、
理
容
師
に
な

る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
や
理
容
学

校
の
案
内
も
行
わ
れ
、
生
徒
た

ち
に
将
来
の
進
路
選
択
に
役
立

つ
情
報
が
提
供
さ
れ
た
。

　

今
回
の
課
外
授
業
は
、
講
師

陣
が
休
日
を
使
い
取
り
組
ん
だ

活
動
で
あ
り
、「
理
容
師
と
い

う
仕
事
の
価
値
を
次
世
代
に
伝

え
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
が

原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。
50
分

と
い
う
短
い
時
間
な
が
ら
も
、

生
徒
た
ち
と
の
交
流
を
通
じ
、

理
容
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
。
今
後
も
各
地

域
の
学
校
を
訪
問
し
、
理
容
師

と
い
う
職
業
の
魅
力
を
広
め
て

い
く
方
針
だ
。

　

当
日
は
１

年
生
30
名
が

参
加
。
授
業

は
、
田
村
講

手
（
太
田
）、
第
三
部
門
Ｈ
ａ

ｉ
ｒ　

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ　

２
０
２
５
「
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｎ
Ｄ
」
に
関
根
彗
選
手
（
前

橋
）、
飯
島
美
琉
選
手
（
高
崎
）

の
３
名
が
出
場
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
技
術
レ
ベ
ル
が

高
く
、
全
国
理
容
競
技
大
会
の

出
場
権
も
懸
か
る
重
要
な
位
置

づ
け
だ
。

　

３
選
手
は
今
年
、
３
回
の
県

理
容
競
技
大
会
（
ミ
ニ
コ
ン
テ

ス
ト
）
と
３
回
の
講
師
会
主
催

練
習
会
を
経
て
、
技
術
・
精
神

両
面
で
成
長
を
見
せ
た
。

　

前
日
の
練
習
会
で
は
３
名
と

も
期
待
が
持
て
る
素
晴
ら
し
い

作
品
を
作
っ
て
い
た
。

　

当
日
、
会
場
で
は
緊
張
し
た

表
情
も
見
ら
れ
た
が
、
選
手
は

全
力
で
作
品
を
作
り
上
げ
た
。

　

結
果
、関
根
選
手
は
６
位（
敢

闘
賞
）、
星
選
手
は
８
位
（
敢

闘
賞
）
と
見
事
に
入
賞
し
た
。

飯
島
選
手
は
初
出
場
で
あ
り
な

が
ら
大
き
な
勢
い
を
感
じ
た
。

今
後
こ
の
経
験
を
糧
と
し
て
頑

張
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
。

10
月
21
日（
火
）、
兵
庫
県
ワ

ー
ル
ド
記
念
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
る
第
77
回
全
国
理
容
競
技
大

会
に
は
、
群
馬
県
か
ら
星
選

手
、
関
根
選
手
の
２
名
が
出
場

す
る
。

　

両
選
手
に
は
、
今
大
会
で
見

つ
か
っ
た
課
題
を
克
服
し
、
全

国
大
会
で
の
表
彰
台
を
目
指
し

て
ほ
し
い
。

（
県
講
師　

永
井　

哲
雄
）

　

７
月
15
日

（
火
）、
東
京
都

大
田
区
総
合
体

育
館
で
第
69
回

関
東
甲
信
越
理

容
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

群
馬
県
か
ら

は
第
一
部
門
ク

ラ
シ
カ
ル
・
ト

レ
ン
ド
ヘ
ア

に
星
択
弥
選

授章式での山口氏と夫人

黄
綬
褒
章
を
受
章

黄
綬
褒
章
を
受
章

山
口
幸
一
理
事
長

新
た
な
取
り
組
み
で

新
た
な
取
り
組
み
で

県
競
技
会

県
競
技
会

ミ
ニ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

ミ
ニ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催コンテストの様子

星選手 関根選手

飯島選手 木村選手

下
仁
田
高
校
で
課
外
授
業
実
施

高
校
生
と
真
剣
に
語
る

生徒と話す講師たち

第 69回関東甲信越第 69回関東甲信越
理容競技大会理容競技大会

選手と共に県役員と応援団
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６
月
19
日
（
木
）
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
に
て
前
橋
理
容
師
会

夜
間
講
習
会
を
行
っ
た
。
川
野

明
県
講
師
に
よ
る
「
最
新
パ
ー

マ
ス
タ
イ
ル
」
と
い
う
こ
と

で
、
今
流
行
の
波
巻
き
パ
ー

マ
、
ス
パ
イ
ラ
ル
パ
ー
マ
、
ス

ク
リ
ュ
ー
パ
ー
マ
を
使
っ
た
ス

タ
イ
ル
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

一
つ
一
つ
丁
寧
に
説
明
し
な

が
ら
巻
い
て
く
れ
た
の
で
、
と

て
も
わ
か
り
や
す
く
勉
強
に

な
っ
た
。
途
中
、
パ
ー
マ
の
薬

液
の
種
類
の
説
明
や
色
々
な
巻

き
方
を
動
画
で
流
し
た
り
と
短

い
時
間
の
中
で
内
容
の
濃
い
講

習
会
と
な
っ
た
。
仕
上
が
り
の

ス
タ
イ
ル
も
モ
デ
ル
に
似
合
っ

て
い
て
と
て
も
良
か
っ
た
。

　

ま
た
、
事
業
部
長
よ
り
ノ

フ
ァ
メ
デ
ィ
カ
ル
事
業
に
関
す

る
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

今
後
も
参
加
者
の
役
に
立
つ

講
習
会
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
、
意
見
や
要
望
が
あ
れ
ば
、

本
部
役
員
ま
た
は
各
支
部
長
ま

で
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
。

（
教
育　

舘
野　

太
郎
）

　

群
馬
県
講
師
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
前
橋
支

部
の
山
田
俊
幸
と
申
し
ま
す
。

　

現
代
の
理
容
業
界
で
は
、

カ
ッ
ト
の
み
な
ら
ず
新
し
い

パ
ー
マ
技
術
、
眉
毛
カ
ッ
ト
、

エ
ス
テ
や
脱
毛
な
ど
求
め
ら
れ

て
い
る
も
の
が
多
く
な
り
ま
し

た
。

　

私
達
講
師
会
で
は
、
新
し
い

情
報
を
取
り
入
れ
、
組
合
員
の

皆
様
に
還
元
で
き
る
よ
う
努
め

て
お
り
ま
す
。

前橋市小相木町1-6-6　TEL 027（255）5511　FAX 027（255）5522

その人のニーズに合わせた保険をご提案

株式会社インターアクトコンサルティング

た
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
カ
ジ
ュ
ア

ル
に
も
合
う
清
潔
感
の
あ
る
ス

タ
イ
ル
を
勉
強
し
た
。
サ
イ
ド

に
９
㎜
の
バ
リ
カ
ン
を
入
れ
、

耳
後
部
か
ら
襟
足
に
か
け
て
は

数
㎝
残
し
た
ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
＋

耳
に
か
か
る
く
ら
い
の
マ
ッ

シ
ュ
ス
タ
イ
ル
に
し
た
後
、
全

体
的
に
毛
量
調
整
を
行
っ
た
。

　

パ
ー
マ
の
巻
き
方
は
、
ネ
ッ

ト
検
索
を
行
う
と
い
ろ
い
ろ
な

巻
き
方
が
出
て
く
る
中
、
岸
講

師
が
自
身
で
、
で
き
る
だ
け
シ

ン
プ
ル
に
シ
ス
テ
ム
化
し
た
巻

き
方
を
披
露
し
た
。
即
、
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
ら
れ
る
よ
う
分

か
り
や
す
く
簡
潔
で
良
か
っ

た
。50

代
モ
デ
ル
の
清
潔
感
あ
る

エ
ア
リ
ー
タ
ッ
チ
の
仕
上
が
り

会
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
受
講
者
を
増
や
せ
る
の
か

と
考
え
な
が
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
り
、
い
か
に
分
か
り
易
く
簡

単
に
出
来
る
か
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
今
回

に
臨
ん
だ
。
職
業
訓
練
校
の
よ

う
な
勉
強
の
場
を
通
し
て
理
容

業
界
全
体
の
底
上
げ
、
組
合
の

発
展
を
目
指
し
て
組
合
員
の
皆

様
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
強
く
感
じ
た
２
日
間
と

な
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
講
習
会
や
組
合
行
事
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
業
界
の

発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
う
。（

甘
楽　

田
村　

哲
也
）

行
っ
た
。

　

参
加
者
６
名
、
リ
モ
ー
ト
参

加
６
名
の
合
計
12
名
の
受
講
者

で
の
講
習
会
と
な
り
、
テ
ー
マ

は
『
今
ど
き
パ
ー
マ
』
シ
ン
プ

ル
な
カ
ッ
ト
と
流
行
の
波
巻

き
、
ス
ク
リ
ュ
ー
パ
ー
マ
。

　

受
講
さ
れ
た
方
々
は
逆
巻
き

や
ス
ク
リ
ュ
ー
の
ロ
ッ
ド
を
回

転
さ
せ
る
と
こ
ろ
や
ゴ
ム
掛
け

な
ど
四
苦
八
苦
す
る
場
面
も

あ
っ
た
が
、
全
員
が
時
間
内
に

綺
麗
に
巻
き
納
め
る
こ
と
が
で

き
、仕
上
げ
も『
ふ
ん
わ
り
カ
ッ

コ
良
く
』
ス
タ
イ
ル
を
創
り
上

げ
た
。
と
て
も
身
の
あ
る
講
習

と
な
っ
た
。

　

近
年
は
職
業
訓
練
校
の
受
講

者
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
講
師

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
理
容
の

技
術
で
あ
る
フ
ェ
ー
ド
ス
タ
イ

ル
や
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
な
ど
も
よ

り
良
い
も
の
に
し
、
理
容
師
の

武
器
と
な
る
よ
う
研
究
を
重
ね

て
お
り
ま
す
。

　

講
師
歴
３
年
目
と
ま
だ
ま
だ

若
輩
者
で
す
が
、
日
々
精
進
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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５
月
22
日
（
木
）
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
太
田
ス
タ
ジ
オ
に

て
、
岸
由
郎
県
講
師
を
招
い
て

「
フ
ェ
ザ
ー
パ
ー
マ
」
の
夜
間

講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

実
技
で
は
、
羽
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
軽
さ
や
質
感
が
表
現
さ
れ

　

す
で
に
、
多
く
の
方
に
購
入

を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

４
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
シ
リ
ー
ズ
。

　

さ
ら
に
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
く
と
同
時
に
、
商
品
説

明
が
あ
り
目
立
つ
よ
う
な
ポ
ッ

プ
を
つ
く
り
、
販
売
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
店
頭
価
格
は

各
自
で
用
意
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
是
非
、
購
入
し
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
商
品
の
詳
細
に
関
し

ま
し
て
は
、
支
部
事
業
部
長
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 群馬県講師会

山田　俊幸

販
売
さ
れ
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
各
種

県
講
師
会

講
師
紹
介

　

６
月
５
日（
木
）と
19
日（
木
）

の
２
日
間
に
わ
た
り
、
職
業
訓

練
校
の
講
習
会
を
開
催
し
た
。

初
の
試
み
と
し
て
西
毛
、東
毛
、

北
毛
地
域
へ
の
出
張
で
行
う
事

と
な
り
、
今
回
は
西
毛
地
区
で

に
、
受
講
者
た
ち
も
絶
賛
だ
っ

た
。

　

最
後
に
、
売
り
上
げ
を
増
や

す
手
段
と
し
て
、
今
回
の
お
手

軽
な
パ
ー
マ
技
術
を
取
り
入
れ

て
の
単
価
ア
ッ
プ
で
あ
っ
た

り
、
講
師
店
舗
に
お
け
る
料
金

改
正
の
時
系
列
を
例
に
提
示

し
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。
ま

た
、太
田
市
の
地
域
柄
と
し
て
、

ヘ
ッ
ド
ス
パ
等
の
体
感
技
術
の

充
実
化
も
図
っ
て
は
ど
う
か
と

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
い

た
。
参
加
受
講
者
は
、
会
場
12

名
リ
モ
ー
ト
16
名
で
、
あ
っ
と

い
う
間
の
充
実
し
た
時
間
だ
っ

た
。　
（
広
報　

小
林　

美
雄
）

Ｐ
Ｏ
Ｐ
使
用
例

前
橋
支
部

夜
間
講
習
会

太
田
支
部

夜
間
講
習
会

丁寧にセットする川野講師

羽感がでた仕上がり

フ
ェ
ザ
ー
パ
ー
マ
の
巻
き
方

動
画
Ｑ
Ｒ
参
照

真剣な眼差しの受講者

職
業
訓
練
校

西
毛
地
区
で
開
催

４
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
販
売
用
に
ポ
ッ
プ
の
活
用
を
！

事業部からのお知らせ事業部からのお知らせ

事
業
部
か
ら
の
お
知
ら
せ



み　　　　　や　　　　　ま 2025年（令和７年）８月31日（ 4）第210号

太
田
支
部

太
田
支
部

ボ
ウ
リ
ン
グ
大

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会会会会会会

県
親
善

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

謹
ん
で
、
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

髙
橋　
　

庸　

高
崎

海
発　

幸
雄　
伊
勢
崎（
組
合
員
）

細
井
ヤ
イ
子　

邑
楽

互
助
会
員
訃
報

編

集

後

編

集

後

記記

編

集

後

記

　

最
近
の
夏
、
ほ
ん
と
に
暑
す

ぎ
ま
す
よ
ね
。
昔
の
「
夏
ら
し

い
暑
さ
」
と
は
違
っ
て
、
35
度

超
え
が
当
た
り
前
、
夜
に
な
っ

　
「
ブ
ラ
ン
ド
化
」
の
一
つ

と
し
て
、
ビ
ブ
グ
ル
マ
ン
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ

の
中
、
最
近
気
に
な
る
記
事

を
見
つ
け
ま
し
た
。
樹
木
希

林
さ
ん
の
娘
さ
ん
で
あ
る
、

内
田
也
哉
子
さ
ん
が
語
っ
た

「
大
き
な
視
野
で
小
さ
な
こ

と
を
す
る
」
と
い
う
言
葉
で

す
。

　
「
大
き
な
こ
と
を
し
な
け

れ
ば
」
と
い
う
思
い
が
強
い

と
、
時
に
無
力
感
に
苛
ま
れ

　

５
月
12
日（
月
）Ｉ
Ｓ
Ｊ
（
伊

勢
崎
青
年
女
性
部
）
主
催
で
伊

勢
崎
理
容
師
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
が
前
橋
レ
イ
ン
ボ
ー
ワ
ー
ル

ド
で
開
催
さ
れ
た
。

　

小
林
Ｉ
Ｓ
Ｊ
部
長
の
司
会
、

坂
田
支
部
長
の
挨
拶
、
原
沢
組

織
部
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
支
部

長
の
始
球
式
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
方
式
は
女
性
と
子
ど

も
が
30
ピ
ン
ハ
ン
デ
ィ
の
２

ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
で
戦
っ
た
。

各
レ
ー
ン
で
大
き
な
歓
声
の
上

が
る
中
、
総
勢
16
名
が
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
た
。

10
時
に
桐
生
出
発
。
１
時
間

半
で
月
夜
野
で
の
早
昼
食
を
取

り
、
関
越
道
で
塩
沢
石
打
へ
。

宿
ま
で
の
途
中
、
運
転
手
さ
ん

お
勧
め
の
雲
洞
庵
に
寄
っ
た
。

　

苔
む
し
た
石
畳
の
下
に
は
、

法
華
経
一
石
一
字
ず
つ
記
さ
れ

埋
め
ら
れ
て
い
て
歩
く
ご
と
に

浄
化
さ
れ
、
歴
史
の
重
さ
を
感

じ
る
建
造
物
、
仏
像
や
書
物
に

魂
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
。
こ
こ
は

最
高
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で

あ
っ
た
。

　

心
が
ス
ッ
キ
リ
し
た
あ
と
で

バ
ス
は
宿
泊
地
「
石
打
ユ
ン
グ

パ
ル
ナ
ス
」へ
。温
泉
で
ゆ
っ
く

り
す
る
人
、山
を
散
策
す
る
人
、

語
り
合
う
人
、
そ
れ
ぞ
れ
宴
会

を
待
ち
、お
楽
し
み
の
お
食
事
。

地
元
料
理
に
、
さ
す
が
お
米
が

美
味
し
い
。
美
酒
と
歌
、
踊
り

で
盛
り
上
が
り
、
夜
が
更
け
る

ま
で
楽
し
く
過
ご
し
た
。
温
泉

効
果
で
お
肌
は
さ
て
お
き
、
気

持
ち
の
若
返
り
効
果
抜
群
。

　

二
日
目
は
生
憎
の
雨
。
ホ
テ

ル
を
あ
と
に
塩
沢
宿
牧
之
通
り

へ
。
通
り
の
店
の
開
店
に
は
早

過
ぎ
た
よ
う
で
、
街
並
み
の
散

策
。
鈴
木
牧
之
著「
北
越
雪
譜
」

を
元
に
、
歴
史
文
化
を
活
か
す

街
づ
く
り
と
情
緒
あ
ふ
れ
る
街

並
み
を
後
に
し
、
待
っ
て
ま
し

た
！
の
「
魚
沼
の
里
八
海
山
雪

室
千
年
こ
う
じ
や
」
へ
。
八
海

山
の
試
飲
で
新
潟
の
お
米
と
水

の
見
事
な
調
和
を
味
わ
っ
た
。

　

そ
し
て
バ
ス
は
、
楽
し
い
思

い
出
と
共
に
無
事
帰
桐
。
運
転

手
さ
ん
に
、
魚
沼
で
も
お
米
買

う
の
は
大
変
で
す
か
？
と
尋
ね

た
。
魚
沼
な
の
に
、
米
は
高
く

て
買
え
な
い
と
の
事
。
令
和
の

米
騒
動
が
早
く
落
ち
着
く
事
を

願
う
旅
で
あ
っ
た
。

（
組
織　

加
藤　

聖
子
）

　

６
月
23
日
（
月
）
前
橋
エ
メ

ラ
ル
ド
ボ
ウ
ル
に
お
い
て
、
県

青
年
女
性
部
に
よ
る
第
40
回
県

親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
開
催

さ
れ
、
19
チ
ー
ム
、
56
名
が
参

加
し
た
。

　

今
年
は
応
援
の
方
も
多
く

な
っ
て
、
他
支
部
同
士
で
会
話

す
る
な
ど
の
交
流
も
多
く
見
ら

れ
た
。
と
て
も
活
気
が
あ
り
、

親
善
大
会
ら
し
い
楽
し
い
雰
囲

気
で
大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

　

県
青
年
女
性
部
で
は
、
皆
さ

ん
に
も
っ
と
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
と
、
今
大
会
か
ら

工
夫
を
凝
ら
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
参
加
賞
を
用
意
し
て
い
た

が
、
そ
れ
に
変
え
て
、
各
支
部

青
年
女
性
部
長
が
支
部
賞
と
し

て
賞
品
を
用
意
し
た
。
団
体
賞

は
例
年
通
り
。

　

参
加
者
全
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ

好
き
な
賞
品
を
選
べ
る
形
に
し

た
こ
と
が
と
て
も
好
評
だ
っ
た

の
で
、
今
後
も
こ
う
い
っ
た
工

夫
を
続
け
て
行
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

　

来
年
も
更
に
多
く
の
方
に
参

加
し
て
頂
き
た
い
。

　

結
果
は
以
下
の
通
り
。

女
性
の
部　

優
勝　

桐
生
Ａ

　
　
　
　
　
　

２
位　

高
崎

　
　
　
　
　
　

３
位　

前
橋

男
性
の
部

優
勝　

高
崎

　
　
　
　
　
　

２
位　

桐
生
Ａ

　
　
　
　
　
　

３
位　

太
田
Ａ

（
青
年
女
性
部　

樋
口　

和
也
）

美味しいお米とお酒はサイコー

て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
小
さ
な
こ
と
を
地
道
に

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
、
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
ま
さ
に
私
た
ち
の

目
指
す
「
サ
ロ
ン
の
価
値
観

を
上
げ
る
」
こ
と
に
通
じ
る

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
日
々

の
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
に
お
い

て
、
お
客
様
一
人
ひ
と
り
を

喜
ば
せ
る
努
力
を
続
け
る
こ

と
が
、何
よ
り
も
重
要
で
す
。

こ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
積
み
重

ね
こ
そ
が
、
最
終
的
に
サ
ロ

ン
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
と
繋

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
、
諦
め
ず
共
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

優　

勝　

大
塚　

望
美

　
　
　

二　

位　

坂
田　

和
典

　
　
　

三　

位　

毒
島　

聖
子

（
広
報　

松
島　

雄
一
）

　

５
月
12
日
（
月
）
ド
リ
ー
ム

ス
タ
ジ
ア
ム
太
田
で
太
田
支
部

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
行
わ
れ

た
。
支
部
長
、
青
年
部
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
大
会
が
ス

タ
ー
ト
。
今
回
は
12
名
が
参
加

し
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
ゲ
ー
ム
が
進
ん
だ
。

　

太
田
支
部
で
は
、
ス
ト
ラ

イ
ク
や
ス
ペ
ア
等
で
Ｂ
Ｏ
Ｘ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
１
箱
貰
え
る
の

で
、
勝
敗
よ
り
も
テ
ィ
ッ
シ
ュ

の
数
で
盛
り
上
が
り
、
プ
レ
ー黒部ダム展望台にて

て
も
気
温
が
下
が
ら
な
い
な
ん

て
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
地
球
温
暖
化
の
影

響
で
、
地
球
全
体
が
少
し
ず
つ

熱
を
た
め
込
ん
で
い
る
せ
い
な

ん
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
だ
と
熱
中
症
の
リ

ス
ク
が
高
ま
る
し
、
エ
ア
コ
ン

の
使
い
す
ぎ
で
電
力
も
心
配
。

水
分
を
こ
ま
め
に
と
っ
た
り
、

無
理
せ
ず
涼
し
い
場
所
で
過
ご

し
た
り
す
る
の
が
大
事
で
す
。

今
年
の
夏
も
無
理
せ
ず
、
体
を

大
切
に
し
て
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。　
（
広
報　

皆
川　

高
士
）

睦
を
深
め
る
良
い
機
会
で
も
あ

る
の
で
、
も
っ
と
多
く
の
人
の

参
加
を
期
待
し
た
い
。
な
お
、

大
会
の
結
果
は
以
下
の
通
り
。

　
　

優　

勝　

上
玉
利　

知
子

　
　

準
優
勝　

上
玉
利　

利
文

　
　

第
三
位　

茂
木　
　
　

宏

（
広
報　

小
林　

美
雄
）

中
に
は
拍
手
や
ハ
イ
タ
ッ
チ
が

飛
び
交
う
。
ま
た
、
県
親
善
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
の
終
了
後
で

は
、
夕
方
か
ら
慰
労
会
も
行
わ

れ
る
た
め
、
ゲ
ー
ム
だ
け
で
な

く
交
流
の
場
も
今
か
ら
楽
し
み

に
し
て
い
る
。

　

日
頃
の
運
動
不
足
解
消
や
親

　

６
月
２
日
（
月
）

３
日
（
火
）
と
桐
生

支
部
の
旅
は
美
味
な

米
と
お
酒
を
求
め
、

新
潟
県
石
打
ハ
ツ
カ

石
温
泉
へ
と
出
立
し

た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
の
は
日
本
一

の
堰
堤
の
高
さ
で
有
名
な
黒
部

ダ
ム
。
迫
力
あ
る
放
水
の
光
景

は
参
加
者
の
目
を
奪
っ
た
。
新

展
望
広
場
で
は
ダ
ム
建
設
の
歴

史
を
学
び
黒
部
湖
や
立
山
連

峰
、
黒
部
峡
谷
の
雄
大
な
景
色

を
楽
し
ん
だ
。

　

次
に
昼
食
で
訪
れ
た
の
は

　

７
月
７
日
（
月
）

伊
勢
崎
理
容
師
会
で

は
バ
ス
ツ
ア
ー
を

行
っ
た
。
組
合
員
の

内
田
さ
ん
の
安
全
・

安
心
な
運
転
で
伊
勢

崎
を
出
発
し
た
。

「
そ
ば
処
せ
き
や
」。
蕎
麦
粉
は

十
割
で
地
元
野
菜
の
天
ぷ
ら
と

と
も
に
蕎
麦
の
香
り
と
喉
越
し

を
堪
能
し
た
。

　
「
大
王
わ
さ
び
農
場
」
で
は
、

北
ア
ル
プ
ス
の
湧
水
を
利
用
し

た
わ
さ
び
田
や
水
車
小
屋
の
景

色
に
引
き
込
ま
れ
た
。

　

最
後
に
訪
れ
た
の
は
「
地
蔵

温
泉
十
福
の
湯
」。
広
々
と
し

た
露
天
風
呂
に
加
え
豊
富
な
湯

量
と
良
質
な
泉
質
、
周
囲
の
自

然
に
囲
ま
れ
た
景
観
が
素
晴
ら

し
く
、
旅
の
疲
れ
を
癒
し
て
く

れ
た
。

女性の部　優勝　桐生Ａ

男性の部　優勝　高崎

（伊）大人も子どもも楽しかったね

（太）慰労会も楽しみだね

理容組合の
進む道

桐生支部
上越へバス旅行

伊勢崎支部
黒四ダム 蕎麦 温泉

　

普
段
は
目
に
す
る
事
の
無
い

景
色
や
貴
重
な
体
験
を
通
し

て
、
充
実
し
た
バ
ス
旅
行
と

な
っ
た
。（広

報　

松
島　

雄
一
）

伊
勢
崎
支
部

伊
勢
崎
支
部

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

伊
勢
崎
支
部

伊
勢
崎
支
部

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

太
田
支
部

太
田
支
部

ボ
ウ
リ
ン
グ
大

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会会


